
令和５年８月１０日 

報道機関各位 

北九州市港湾空港局 

州 市 港 空 港 局 

ひびきに内航コンテナ新造船が就航! 歓迎式典を行います！  

～「令和の北前船」日本海航路が本格始動～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[取 材 日 時] 

令和５年８月１９日（土）１０時０５分～１１時００分 

※９時５０分までに「ひびきコンテナターミナル管理棟駐車場」に集合 

※ひびきコンテナターミナルまでの交通手段、集合地点については、別紙「取材申込票」を参照ください。 

[取 材 場 所] 

・若松区響町三丁目地先 ひびきコンテナターミナル（「かいふ」船内及び岸壁） 

[出席予定者] 

・北九州市長 武内 和久 

・井本商運株式会社 代表取締役社長 井本隆之氏 

・その他、OOCL（ｵﾘｴﾝﾄｵｰﾊﾞｰｼｰｽﾞｺﾝﾃﾅﾗｲﾝﾘﾐﾃｯﾄﾞ）日本、等 

[式典の流れ]（当日の天候次第で、内容が変更もしくは中止となる場合があります） 

時 間 内 容 

9：50 

10：00～10：05 

10：05～10：15 

10：15～10：20 

10：20～10：50 

10：50～11：00 

11：00 

集合・受付 

岸壁に移動 

歓迎式典 

記念撮影・乗船 

船内見学・移動 

質疑応答 

解散 

管理棟駐車場に到着後、管理棟入口で受付。 

各自の自動車で岸壁に移動。 

岸壁で歓迎挨拶、船長への記念盾贈呈・花束贈呈。 

岸壁で関係者一同記念撮影し、乗船。 

船内見学・荷役風景の絵取り後、下船して移動。 

 

 

 

北九州 歴史と夢は みなとから 

・内航船社井本商運㈱は、昨年 11月にひびきと日本海各地を結ぶコンテナ航路（日本海 

航路）を開設し、以来取扱貨物を順調に増やしています。 
 
・高まる輸送ニーズに対応するため、内航コンテナ船としては国内最大となる新造船 

（総トン数 9,662 トン）が日本海航路に投入され、8月からひびきへの寄港を開始します。 
 
・この大型コンテナ船投入によって、北九州と日本海沿岸を結ぶ物流網がさらに強化される 

ことで、低炭素輸送の実現や、2024年問題への対応に資するとともに、北九州港における 

物流活性化（取扱量増大）が期待されます。 
 
・歓迎式典では、最新鋭のコンテナ船内や荷役風景の見学も可能です。 

国内最大！ 



 

[取材にあたってのお願い] 

・付近に公共交通機関がありませんので、各自自動車でご来場ください。 

・ひびきコンテナターミナルは国際港湾施設として立入制限区域に指定されている 

ことから、入口ゲートで人や車両の出入管理を行っています。当日の入場を円滑に 

行うため、取材される方のお名前、来場される自動車（車種、ナンバー）を予めお知 

らせください。（別添「取材連絡票」に必要事項をご記入し、送付してください。） 

・準備の都合上、連絡票の提出期限を８月１７日（木）正午（12時 00分）といたします。 

・駐車場から岸壁までの移動は、各自の自動車でお願いします（事業者が先導します）。 

 

[航路の概要] 

・ 寄 港 地  ひびき（土/日）～秋田（火）～新潟（水）～富山（木）（週 1便） 

・ 就 航 船  1,000TEU型コンテナ船※「かいふ」（総トン数 9,662トン） 

・ 就 航 日  令和５年８月１９日（土）（早朝着岸見込み） 

  （着岸日時はあくまで予定です。天候等により、大きく変わることがあります。） 
   

※1,000TEU型コンテナ船は、20フィートコンテナが 1,000個積める船 

 

[運航船舶] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

船  名：かいふ 

総トン数：9,662G/T 

全長  ：141.93m  

幅     ：22.5ｍ 

積載能力：1096TEU 

建造：2023年７月 

（下関市：旭洋造船㈱） 

【問い合わせ先】 

港湾空港局物流振興課 

担当 武次・鈴木 

℡：093－321－5941 

※当日の緊急連絡先 

武 次（080-4373-5018） 

今津屋（090‐5081‐5392） 

[参考]日本海航路 展開図 


